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    F1 F2 共通性   
第１因子：自己呈示変容能力（α=.821）     
  人が集まっているところでは、周囲の期待に応じて行動を変えることができる。 
  相手や場面に応じて行動を変えるのが苦手である。（逆転項目） 
  これまでの経験からして、どんな場面におかれても、必要に応じて行動を変えることができる。 
  人に与える印象を思い通りにコントロールできる。 
  何が期待されているかがわかれば、それに合った行動をとるのはたやすい。 
  自分のやり方が人に良い印象を与えていないと気づいたら、すぐに変えることができる。 






















      
第 2 因子：他者表出行動への敏感さ（α=.758）     
  人にうそを言われても、たいていその人の言い方やしぐさから見破ることができる。 .143 .656 .522  
  自分が何か適当でないことを言ったときは、相手の目でわかる。 .063 .625 .371  
  人の目を見れば、その人の感情を読む取ることができる。 .382 .566 .466  
  人の感情や真意をつかむことにかけては、直観力がすぐれている。 .472 .547 .562  
  人と話をしているとき、相手のごくわずかな変化にも敏感である。 .172 .507 .492  
  みんながくだらない冗談だと思っているときには、おもしろそうに笑っていてもそれがわかる。 .026 .418 .287  
固有値 3.13  2.11      







































    F1 F2 F3 F4 F5 F6 共通性 
第１因子：相手の性格（α＝.785）        
  相手の性格がやさしいから。 
  相手が自分を気にかけてくれるから。 
  相手の性格が親切だから。 





























         
第２因子：物理的近接（α＝.772）        
  出身地が一緒だから。 
  出身学校が一緒だから。 






















         
第３因子：外見的魅力（α＝.694）        
  相手のファッションをお手本にしたいから。 
  相手の外見が良いと一緒にいる自分に自信がつくから。 
  相手の外見が好きだから。 





























         
第４因子：内面的類似性（α＝.733）        
  ものごとへの意見や考え方が一致するから。 
  性格が似ているから。 
  気が合うから。 





























         
第５因子：遊び仲間としての適性（α＝.642）        
  一緒に遊ぶことが多いから。 















         

























 固有値 2.14 1.83 1.78 1.72 1.25  1.21   
  累積寄与率（%） 11.3 20.9 30.3 39.4 45.9  52.3    
        









































    F1 F2 F3 F4 F5 共通性 





































































































































































































                
   固有値 2.46 2.29 1.57 1.54 1.24  





































  t 値   
 セルフモニタリング 237 3.32 (0.65)  3.35 (0.72) 3.29 (0.59)  0.66   
  他者表出行動の敏感さ 238 3.44 (0.73)  3.41 (0.79) 3.47 (0.59)  0.64   
  自己呈示変容能力 238 3.21 (0.78)  3.30 (0.79) 3.14 (0.77)  1.51   
 友人選択理由             
  相手の性格 239 3.91 (0.81)  3.71 (0.81) ＜ 4.07 (0.78)  3.41 
**
  
  物理的近接 237 2.07 (1.30)  2.41 (1.41) ＞ 1.79 (1.14)  3.62 
**
  
  外見的魅力 236 2.75 (0.73)  2.73 (0.77) 2.77 (0.70)  0.37   
  内面的類似 239 3.79 (0.83)  3.62 (0.87) ＜ 3.93 (0.78)  2.94 
**
  
  遊び仲間としての適性 239 3.40 (1.12)  3.50 (1.13) 3.31 (1.12)  1.36   
  サポート源 239 3.51 (1.03)  3.42 (1.06) 3.58 (1.00)  1.23   
 友人とのつきあい方           
  関係回避 237 2.75 (0.67)  2.78 (0.70) 2.72 (0.66)  0.64   
  気づかい 238 3.56 (0.69)  3.43 (0.70) ＜ 3.66 (0.66)  2.57 
*
  
  群れ志向 239 2.84 (0.73)  2.81 (0.78) 2.86 (0.70)  0.51   
  関係不安 239 3.14 (0.84)  2.98 (0.79) ＜ 3.27 (0.87)  2.67 
**
  
  関係志向 238 3.24 (0.66)  3.39 (0.61) ＞ 3.11 (0.66)  3.27 
**
  
                            
注） ** p<.01, * p<.05             
 
表５ 友人選択理由と友人とのつきあい方の尺度間相関(n=239) 
    友人とのつきあい方   
    関係回避  気づかい
 群れ志向 関係不安  関係志向   
         
相手の性格 -.239 
**  .212 ** -.055 .064 .082 
  
物理的近接 -.015   -.060  -.092 -.129
* .114 †  
外見的魅力 -.077   .134
* .106 .188 ** .073 
  
内面的類似 -.325 
**  .325 ** .083 .092 .135 *
  
遊び仲間としての適性 -.241 










**  .176 ** -.032 -.055 -.011 
  
      








   
注） †p<.10, *p<.05, **p<.01         
 
        









































































(1)=0.57, n.s.  
表７ セルフ・モニタリング（高・低）での友人選択理由および友人とのつきあい方の平均値（標準偏差） 





  t 値 
 友人選択理由        
  相手の性格 3.63 (0.97) ＜ 4.01 (0.81) 2.05 
*
 
  物理的近接 2.13 (1.46) 2.01 (1.29) 0.41  
  外見的魅力 2.71 (0.72) 2.74 (0.77) 0.20  
  内面的類似 3.40 (0.87) ＜ 3.87 (0.98) 2.46 
**
 
  遊び仲間としての適性 3.11 (1.20) 3.54 (1.13) 1.79  
  サポート源 3.15 (1.10) ＜ 3.62 (0.99) 2.17 * 
 友人とのつきあい方       
  関係回避 2.99 (0.66) ＞ 2.66 (0.81) 2.20 
**
 
  気づかい 3.08 (0.72) ＜ 4.07 (0.62) 7.14 
**
 
  群れ志向 2.69 (0.74) 2.85 (0.76) 1.04  
  関係不安 3.33 (0.70) ＞ 2.72 (0.94) 3.52 
**
 
  関係志向 2.99 (0.62) ＜ 3.46 (0.71) 3.41 
**
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